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昭
和
十
五
年
四
月
一
日
、
台
湾
総
督
府
警
務
局
発
行
の
『
台
湾
警
（１）
察遺芳録』は明治二十八年に（ロ湾警察が創始されてから昭
十
二
年
末
迄
に
在
職
中
死
亡
し
た
警
察
官
の
氏
名
原
籍
死
没
理
由
を
輯
録
し
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
昭
和
十
二
年
末
現
在
、
台
湾
に
於
て
死
亡
し
た
警
察
官
は
三
千
五
百
六
十
一
名
で
そ
の
う
ち
「
領
台
後
明
治
三
十
五
年
迄
の
匪
擾
に
殉
職
し
た
者
は
二
百
三
十
九
名
」
「
蕃
地
に
於
け
る
殉
職
者
一
千
八
十
七
名
」
「
暴
動
其
他
公
務
上
の
殉
職
者
一
一
百
一
一
十
七
名
」
「
在
職
中
の
病
没
者
二
千
八
（２）
名」となっている。『ムロ湾警察遺芳録』は（ロ湾総督府編刊
（３）
による『（ロ湾総督府警察沿革誌』全六巻につづいて編纂さ
れ
た
も
の
で
両
書
で
は
領
台
後
、
日
本
官
警
に
反
抗
し
た
所
謂
「
士
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
八
号
日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
ｌ
雲
林
虐
殺
事
件
を
中
心
に
Ｉ
匪
」
を
大
凡
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
そ
の
一
は
台
湾
島
授
受
当
時
に
於
て
島
内
各
地
に
於
て
皇
軍
に
抵
抗
し
た
者
で
台
湾
を
克
復
す
る
名
分
の
下
に
唐
景
癌
へ
劉
永
福
を
盟
主
と
仰
ぎ
矛
を
逆
に
せ
る
者
先
づ
反
徒
と
云
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
」
「
第
二
は
真
正
の
意
味
の
土
匪
で
即
ち
草
賊
で
あ
る
。
正
常
な
る
業
務
に
つ
く
こ
と
を
厭
い
徒
党
を
組
み
て
掠
奪
槍
掠
を
事
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
其
の
発
生
原
因
は
民
族
性
、
風
土
、
清
朝
政
治
の
腐
敗
等
に依ることが多い。」
「
第
三
は
反
徒
掃
蕩
の
当
初
当
局
良
萎
の
甑
別
容
易
で
な
か
っ
た
為
め
、
玉
石
混
滑
の
禍
を
蒙
り
或
は
密
偵
通
訳
等
の
証
告
に
依
り
不
慮
の
嫌
疑
を
蒙
り
冤
柾
訴
ふ
る
に
由
な
く
流
れ
て
匪
群
に
入
っ
た
者
」
（４）
と分類している。
以
上
の
よ
う
に
昭
和
十
五
年
当
時
、
台
湾
総
督
府
警
務
局
は
「
士
柏
木
－
朗 ○
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匪
」
と
い
う
用
語
を
広
義
で
は
「
日
本
官
警
に
反
抗
し
た
者
」
と
し
て狭義では「草賊」として使用している。小稿では日本の
植民地時代の台湾において日本官警に反抗した者を一括し
て抗日軍もしくは抗日ゲリラと呼ぶことは不適当と考えあ
（５）
》えて「土匪」という用語をそのまま使用することにする。
明治二十八年六月十七日、台湾総督樺山資紀海軍大将は
台
北
に
お
い
て
始
政
紀
念
式
典
を
挙
行
し
た
。
し
か
し
当
時
の
台
湾
は
軍
政
下
に
あ
り
警
察
官
ど
こ
ろ
か
警
察
制
度
も
な
く
国
内
で
募
集
さ
れ
た
警
察
官
約
五
百
名
が
よ
う
や
く
台
湾
に
到
着
し
た
の
は
同
年
九
月
末
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
台
湾
に
民
政
が
施
行
さ
れ
た
が
武
装
し
た
土
匪
の
前
で
は
警
察
は
軍
隊
の
補
助
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
『
台
湾
警
察
遺
芳
録
』
の
中
で
死
亡
し
た
警
察
官
が
「
領
台
後
明
治
三
十
五
年
迄
の
匪
擾
に
殉
職
し
た
者
は
二
百
三
十
九
名
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
「
蕃
地
に
於
け
る
殉
職
者
」
は
二
千
八
十
七
名
」
と
四
倍
以
上
と
な
っ
た
の
は
治
安
の
担
当
者
が
前
者
は
軍
隊
が
、
後
者
は
警
察
官
が
担
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
台
湾
に
お
け
る
治
安
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
が
詳
し
い
が
同
書
は
台
湾
警
察
の
職
員
の
参
考
資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軍
が
編
纂
し
た
史
料
と
し
て
は
台
湾
憲
兵
隊
編
刊
『
台
湾
憲
兵
隊
史
』
（
昭
和
七
年
発
行
一
九
七
八
年
、
龍
渓
書
舍
復
刻
）
が
あ
り
同
書
は
領
台
か
ら
土
匪
の
活
日清戦争後に於ける台湾の治安問題（柏木）
動が鎮静化した明治三十五年頃までの憲兵隊の活躍を中心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
憲
兵
は
軍
事
警
察
官
と
し
て
土
匪
の
捜
索
を
任
務
と
し
明
治
二
十
八
年
末
に
は
三
千
四
百
余
名
の
憲
兵
が
台
湾
の
（６）
主な町村に配置されたが最小単位の憲兵屯所の兵力は十一一
（７）
名程度であったため集団で武装した土匪を相手に戦壱っには
荷
が
重
す
ぎ
た
。
領
台
か
ら
明
治
三
十
五
年
ま
で
台
湾
の
治
安
維
持
の
主
体
を
な
し
た
の
は
台
湾
守
備
混
成
三
個
旅
団
の
将
兵
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
台
湾
の
軍
隊
に
関
す
る
史
料
は
太
平
洋
戦
争
敗
戦
時
の
混
乱
の
中
で
散
逸
も
し
く
は
焼
却
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
さ
い
わ
い
に
も
台
湾
省
台
北
市
の
中
華
民
国
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
所
蔵
図書の中に台湾総督府図書館旧蔵の『陸軍幕僚歴史草案』
全
十
冊
が
あ
り
明
治
二
十
八
年
よ
り
三
十
八
年
ま
で
の
台
湾
に
お
け
る軍の活動を知ることができる。同書は明治二十八年を第
一
巻
と
し
て
同
三
十
六
年
の
第
九
巻
ま
で
編
年
体
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
第
十
巻
は
明
治
三
十
七
・
三
十
八
年
を
年
度
で
区
別
せ
ず
各
事
項
ご
と
に
分
類
し
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
。
事
項
ノ
終
始及其関係ヲ知ルー一困難」であり日露戦争に関して事項が
（８）
連
続
し
て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
第
一
巻
は
明
治
三十六年五月、第二巻は同三十六年十月、第三巻は同三十
九
年
十
月
に
発
行
さ
れ
「
台
湾
総
督
府
陸
軍
幕
僚
印
行
」
と
い
う
奥
付
が
あ
る
が
第
四
巻
以
降
に
は
奥
付
が
つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
草
案
－
－
￣
￣
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が
作
成
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
五
年
十
月
一
日
の
総
達
第
十
六
号
に
よ
っ
て
陸
軍
幕
僚
服
務
規
則
が
改
正
さ
れ
た
際
、
第
七
条
の
副
官
部
（９）
事
務
管
掌
の
中
に
「
九
、
幕
僚
歴
史
ノ
編
纂
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
表
紙
は
洋
紙
で
紐
綴
じ
で
縦
二
十
四
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
二
セ
ン
チ
、
す
み
に
「
昭
和
十
四
年
七
月
七
日
保
管
転
換
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
と
第
二
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
筆
写
本
が
あ
り
「
大
正
十
五
年
七
月
十
日
謄
写
」
と
裏
表
紙
に
書
込
あ
る
。
第
一
巻
の
原
本
は
十
九
頁
か
ら
四
十
七
頁
が欠落しかわりに明治二十八年三月一一十一一一日から同六月十
八
日
ま
で
の
記
事
が
「
台
湾
史
料
原
稿
用
紙
二
十
×
二
十
」
を
使
用
し
て
筆
写
さ
れ
綴
ら
れ
て
い
る
。
第
一
巻
の
原
本
に
は
附
図
が
あ
り
一
枚
目
は
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
領
台
前
布
政
使
衙
門
及
附
属
官
庁
一
覧
図
」
、
二
枚
目
は
「
台
北
及
大
稲
埋
・
艦
艀
略
図
」
で
「
四
千
分
の
一
縮
図
明
治
二
十
八
年
八
月
十
日
測
製
明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
一
一
一
日
製
版
台
湾
総
督
府
製
図
部
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
『
陸
軍
幕
僚
歴
史
草
案
』
を
中
心
に
使
用
し
な
が
ら
日
本
の
台
湾
初
期
統
治
に
お
い
て
軍
隊
が
治
安
維
持
に
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
弊
害
を
「
雲
林
虐
殺
事
件
」
を
通
し
て
考
察
し
て
い
き
たい。 法
政
史
学
第
四
十
八
号
明
治
二
十
八
年
四
月
十
七
日
、
日
清
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
り
台
湾
は
清
か
ら
日
本
へ
割
譲
さ
れ
同
年
五
月
十
日
海
軍
大
将
樺
山
資
紀
が
台
湾
総
督
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
清
国
台
湾
巡
撫
、
唐
景
癌
は
台
湾
割
譲
反
対
派
に
よ
っ
て
台
湾
民
主
国
総
統
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
（Ⅲ）
れ
日
本
軍
に
対
し
て
抵
抗
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
（
ロ
湾
駐
屯
の
清
軍
は
大
陸
で
募
集
し
た
兵
を
中
心
と
す
る
寄
せ
集
め
の
部
隊
で
団
結
力
に
欠
け
て
い
た
。
明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
、
台
湾
平
定
を
命
ぜ
ら
れ
た
近
衛
師
団
が
台
湾
北
東
の
三
詔
角
に
上
陸
し
清
兵の抵抗を撃退して翌六月一一一日には台湾北部の要港基隆を
占
領
し
た
。
日
本
軍
の
接
近
に
よ
り
台
北
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
台
湾
民
主
国
総
統
唐
景
癌
は
六
月
六
日
廩
門
に
脱
出
し
た
。
近
衛
師
団
は
翌
七
日
台
北
を
占
領
し
同
十
日
に
は
台
北
北
部
の
港
町
淡
水
を
占
領
し
た
。
台
北
か
ら
敗
走
し
て
淡
水
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
清
兵
約
三
千
は
こ
こ
で
降
伏
し
大
量
の
捕
虜
の
処
置
に
こ
ま
っ
た
日
本
軍
は
捕
虜
一
千
七
百
名
を
同
月
十
一
日
輸
送
船
に
乗
せ
て
対
岸
の
中
（Ⅲ）
国
本
土
福
建
省
海
壇
島
に
輸
送
し
釈
放
し
た
。
台
南
に
は
劉
永
福
将
軍
が
黒
旗
軍
を
率
い
て
日
本
軍
と
対
時
し
て
い
た
。
近
衛
師
団
を
主
力
と
す
る
日
本
軍
は
台
湾
上
陸
以
来
、
炎
暑
と
マ
ラ
リ
ア
に
悩
ま
さ
れ
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
た
め
同
年
八
月
二
十
台
湾
平
定
戦
と
台
湾
守
備
混
成
旅
団
の
設
置 ￣￣
＝
￣
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八
日
大
本
営
は
近
衛
師
団
を
彰
化
と
鹿
港
を
結
ぶ
戦
で
進
撃
を
い
っ
た
ん
休
止
さ
せ
た
。
大
本
営
は
翌
九
月
十
六
日
台
湾
副
総
督
高
島
鞆
之
助
陸
軍
中
将
を
司
令
官
と
す
る
南
進
軍
を
編
制
し
新
た
に
第
二
師
団
（
師
団
長
乃
木
希
典
中
将
）
を
援
軍
に
加
え
た
。
南
進
軍
は
明
治
二
十
八
年
十
月
十
日
、
第
二
師
団
を
台
南
南
方
の
坊
讓
に
上
陸
さ
せ
南
北
か
ら
台
南
の
清
軍
を
挾
撃
し
た
。
同
月
十
九
日
劉
永
福
は
大
陸
に
脱
出
し
清
軍
の
組
織
的
抵
抗
は
こ
こ
に
終
っ
た
。
こ
の
台
湾
平
定
戦
で
は
マ
ラ
リ
ア
に
よ
っ
て
戦
病
死
し
た
近
衛
師
団
長
北
白
川
宮
能
久
親
王
（
莞
去
に
よ
り
大
将
に
昇
進
）
と
近
衛
第
二
旅
団
長
山
根
信
成
少
将
を
含
む
将
校
七
十
六
（
戦
死
十
九
・
戦
病
死
五
十
七
）
、
下
士
官
二
百
七
十
（
戦
死
五
十
・
戦
病
死
一
一
百
一
一
十
）
、
兵
卒
三
千
九
百
六
十
九
（
戦
死
三
百
四
十
五
・
戦
病
死
三
千
六百二十四）、軍属軍夫百八十三（戦死百十一一一・戦病死七
十
）
の
合
計
四
千
四
百
九
十
八
名
（
戦
死
五
百
二
十
七
・
戦
病
死
三
千
九
百
七
十
一
）
の
損
害
を
だ
し
た
。
日
清
戦
争
全
体
の
死
亡
者
が
総
計
八
千
三
百
九
十
五
名
（
戦
死
一
千
百
六
十
一
・
戦
病
死
七
千
二
百
三
十
四
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
み
る
と
台
湾
平
定
戦
が
明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
の
近
衛
師
団
の
台
湾
上
陸
か
ら
同
年
十
一
月
十
八
日
の
樺
山
総
督
の
全
島
平
定
宣
言
ま
で
の
短
期
間
の
戦
闘
だ
っ
た
だ
け
に
そ
の
損
害
の
規
模
が
い
か
に
大
き
い
か
が
よ
く
わ
か
（皿）る。
日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
（
柏
木
）
樺
山
総
督
は
全
島
平
定
宣
言
に
先
立
つ
十
一
月
十
一
日
、
総
督
府
の
文
武
官
に
対
し
て
訓
示
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
中
で
樺
山
は
台
湾
施
政
に
つ
い
て
の
諸
注
意
を
述
べ
た
あ
と
最
後
に
「若シ戦勝ノ余威二乗シ本島居住内外人民二接スルー一方
リ
或
ハ
軽
侮
騎
傲
ノ
処
為
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
独
り
施
政
ノ
障
碍
卜
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
我
軍
紀
風
紀
ヲ
傷
ケ
延
テ
我
国
光
ヲ
汚
損
ス
ル
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
本
職
ハ
諸
子
力
能
ク
此
旨
ヲ
体
シ
各
自
相
戒
メ
以
テ
筍
ク
モ
過
二
陥
ル
ナ
カ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
」
（、）
と締めくくった。
さ
ら
に
十
二
月
十
五
日
台
湾
総
督
府
参
謀
長
の
大
島
久
直
少
将
が
各
将
兵
に
対
し
て
軍
紀
引
締
め
の
訓
示
を
お
こ
な
っ
た
。
大
島
は
「
今
ヤ
内
外
人
ハ
本
島
戦
後
ノ
形
勢
卜
施
政
ノ
如
何
ヲ
注
目
シ
ッ
ッ
ア
リ
今
日
一
点
ノ
汚
名
ハ
千
歳
二
流
レ
テ
減
セ
サ
ル
ヘ
シ
視
ョ
豊
臣
氏
征
韓
始
末
ノ
暇
逢
ハ
今
二
至
リ
テ
猶
ホ
人
口
一
一
膳
灸
ス
真
二
邦
家
ノ
為
メ
借
ム
所
ナ
リ
ト
ナ
ス
若
シ
夫
レ
般
鑑
ヲ
此
二
取
り
来
レ
ハ
軍
配
風
紀
ヲ
更
二
厳
粛
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
豈
今
日
ノ
急
務
ニ
アラサランヤ況ンヤ」（傍点筆者）
と
過
去
の
豊
臣
秀
吉
の
過
ち
を
例
に
と
っ
て
台
湾
の
施
政
に
つ
い
て
の
注
意
を
述
べ
「
我
国
戦
勝
ノ
勢
上
一
一
因
り
東
洋
二
雄
視
セ
ラ
ル
ル
ト
同
時
ニ
世
界
各
国
人
ヲ
シ
テ
嫉
視
セ
ン
ム
ル
ニ
至
り
ダ
ル
時
二
於
テ
ヲ
ャ
然
ル
故
二
古
来
東
洋
ノ
ー
隅
二
蟄
伏
セ
シ
時
代
ノ
観
念
ヲ
脱
■■■■■■■■■
－
－
＝￣
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シ
大
国
民
タ
ル
ノ
度
量
風
采
ヲ
備
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
日
清
戦
争
後
の
日
本
に
世
界
が
注
目
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
も
つ
よ
う
に
と
述
べ
た
。
大
島
は
さ
ら
に
「
軍
夫
職
工
輩
下
賊
ノ
者
二
至
テ
ハ
無
教
育
ノ
悲
シ
サ
固
ヨ
リ
天
下
ノ
大
勢
ヲ
知
ラ
ス
是
非
弁
別
ノ
明
モ
ナ
ク
唯
一
時
ノ
欲
望
ノ
ミ
ニ
制
セ
ラ
レ
又
他
ヲ
顧
ミ
サ
ル
カ
如
キ
等
滴
々
皆
是
ナ
リ
」
と
軍
夫
等
の
無
分
別
な
行
動
を
嘆
き
「
此
輩
ヲ
駆
テ
敵
地
若
ク
ハ
新
領
地
二
臨
ム
其
危
険
真
二
少
ナ
カ
ラ
ス
」
と
不
安
を
洩
ら
し
た
。
実
際
に
各
地
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
「
我
邦
人
殊
二
軍
役
夫
職
工
等
ノ
軍
紀
風
紀
ヲ
乱
シ
又
法
網
二
罹
ル
者
多
キ
ヲ
致
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ヒ
ァ
リ
誠
二
痛
嘆
ノ
至
リ
テ
堪
へ
こ
と
し
「
士
人
二
対
シ
粗
暴
据
傲
ノ
挙
動
ア
リ
賤
列
貧
汚
ノ
行
為
ア
リ
廉
恥
ヲ
重
シ
セ
サ
ル
所
業
ア
リ
」
と
し
て
「
甚
ダ
シ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
浸
り
一
一
民
家
二
侵
入
シ
婦
女
子
二
対
シ
言
う
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
行
ヒ
ア
リ
又
ハ
物
品
ヲ
購
フ
ニ
際
シ
僅
少
ナ
ル
代
価
ヲ
払
上
逃
ケ
去
ル
等
真
二
以
テ
言
語
二
絶
ス
ル
ノ
行
為
」
を
行
な
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
将
校
そ
の
他
文
官
、
憲
兵
警
察
官
は
断
固
た
る
態
度
で
徹
底
的
に
取
り
締
ま
れ
ば
「
忠
勇
ナ
ル
同
胞
ノ
鮮
血
ヲ
犠
牲
二
供
シ
由
テ
以
テ
得
ラ
レ
タ
ル
此
新
占
領
地
ノ
前
途
ハ
如
何
ソ
ャ
実
二
懐
然
タ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
で
あ
り
「
台
湾
百
年
ノ
大
計
ハ
今
日
二
基
ケ
リ
此
大計ヲ成就スルハ上下ノ｜致一一アリ遊二赤誠ヲ吐露シテ各
（Ⅸ）
官
ノ
猛
省
ヲ
切
望
ス
」
と
訓
示
し
た
。
法
政
史
学
第
四
十
八
号
し
か
し
こ
の
樺
山
総
督
と
大
島
参
謀
長
の
台
湾
統
治
に
対
す
る
危
慎
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
三
月
十
一
日
、
近
衛
及
び
第
二
師
団
に
か
わ
っ
て
台
湾
に
は
平
時
編
制
の
三
個
混
成
旅
団
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
旅
団
長
の
人
事
が
発
表
さ
れ
四
月
初
旬
よ
り
順
次
近
衛
師
団
、
第
二
師
団との交代がはじまった。そして同年一一一月三十日、勅令第
八
十
八
号
を
も
っ
て
「
台
湾
総
督
府
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
台
湾
は
軍
政
か
ら
民
政
に
改
ま
っ
た
が
総
督
は
親
任
で
「
陸
海
軍
大
将
も
し
く
は
中
将
」
と
し
委
任
の
範
囲
内
で
陸
海
軍
を
統
率
し
拓
殖
務
大
臣
の
監
督
を
受
け
諸
般
の
政
務
を
統
理
す
る
と
と
も
に
其
管
轄
区
域
内
で
の
防
備
と
安
寧
秩
序
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
と
認
む
る
と
き
は
兵
力
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
同
年
四
月
一
日
、
勅
令
第
百
十
六
号
を
持
っ
て
新
た
に
「
台
湾
総
督
府
軍
務
局
官
制
」
が
公
布
さ
れ
軍
務
局
は
台
湾
総
督
の
管
轄
に
属
す
る
陸
海
軍
軍
政
及
び
軍
令
に
関
す
る
事
を
掌
り
軍
務
局
に
は
陸
軍
部
と
海
軍
部
が
設
置
さ
れ
台
湾
総
督
府
参
謀
長
大
島
久
直
少
将
に
か
わ
っ
て
陸
軍
少
将
立
見
尚
文
が
台
湾
総
督
府
軍
務
局
長
兼
陸
軍
部
長
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
月
六
日
、
勅
令
百
二
十
一
号
を
も
っ
て
「
台
湾
守
備
混
成
旅
団
司
令
部
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
条
例
第
一
条
に
は
「
混
成
旅
団
長
ハ
陸
軍
少
将
ヲ
以
テ
之
二
補
シ
台
湾
総
督
二
隷
シ
部
下
軍
隊
ヲ
統
率
シ
所
轄
守
備
管
区
内
ノ
警
備
及
匪
徒
鎮
四
Hosei University Repository
圧
ノ
事
二
任
三
（
傍
点
筆
者
）
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
台
湾
守
備
混
成
旅
団
と
は
「
台
湾
守
備
」
で
は
な
く
「
匪
徒
鎮
圧
」
を
目
的
と
す
る
鎮
圧
軍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
台
湾
は
情
が
巡
撫
を
設
置
す
る
以
前
よ
り
三
年
に
一
度
小
さ
な
乱
（旧）
が
五
年
に
一
度
大
乱
が
お
こ
る
こ
と
で
知
ら
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
土
匪
は
日
本
軍
の
輸
送
部
隊
等
の
護
衛
の
少
な
い
小
部
隊
に
攻
撃
を
し
か
け
援
軍
が
来
る
と
み
る
や
住
民
の
問
に
姿
を
消
す
と
い
う
ゲ
リ
ラ
戦
法
で
日
本
軍
に
た
ち
む
か
っ
た
。
日
本
兵
は
神
出
鬼
没
の
土
匪
に
翻
弄
さ
れ
、
さ
ら
に
炎
暑
と
マ
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
疫
病
に
悩
ま
さ
れ
た
。
苛
酷
な
生
活
状
況
で
疲
弊
し
心
も
荒
ん
で
い
た
日
本
軍
将
兵
は
土
匪
の
嫌
疑
を
か
け
た
者
を
容
赦
な
く
そ
の
場
で
殺
害
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
当
初
の
総
督
府
は
軍
政
で
あ
り
治
安
維
持
の
主
体
は
警
察
で
は
な
く
軍
隊
及
び
憲
兵
が
担
当
し
た
た
め
土
匪
に
対
し
て
警
察
権
を
執
行
す
る
際
に
行
政
警
察
権
よ
り
司
法
警
察
権
を
濫
用
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
民
政
が
施
行
さ
れ
た
と
は
い
え
台
湾
総
督
は
現
役
の
将
官
で
あ
り
、
日
本
の
刑
法
が
台
湾
に
施
行
さ
れ
て
お
ら
ず
土
匪
と
そ
の
容
疑
者
に
対
す
る
対
応
が
完
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
が
一
気
に
表
面
化
し
武
力
に
よ
る
土
匪
及
び
住
民
へ
対
す
る
弾
圧
が
国
内
外
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
明
治
二
十
九
年
六
月
に
発
生
し
た
「雲林虐殺事件」であった。
日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
（
柏
木
）
明
治
二
十
九
年
六
月
二
日
、
第
二
代
台
湾
総
督
に
第
三
師
団
長
桂
太郎中将が任命された。桂総督は同月十一一一日、台湾視察に
訪
れ
た
伊
藤
博
文
首
相
と
西
郷
従
道
海
相
と
と
も
に
台
北
に
到
着
し
た
。
同
月
十
八
日
、
桂
総
督
は
総
督
府
の
文
武
官
に
対
し
て
訓
示
を
行
な
い
「
諸
政
ノ
施
設
ハ
前
総
督
樺
山
伯
爵
卜
其
方
針
ヲ
異
ニ
セ
サ
肥）ル」とし文武官は互いに一父流をはかること、外国政府又は
外
国
人
と
の
交
渉
で
国
際
問
題
を
惹
起
せ
ぬ
こ
と
等
の
注
意
を
与
え
た
。
桂
は
伊
藤
西
郷
と
と
も
に
膨
湖
島
を
視
察
し
た
の
ち
対
岸
の
中
国
本
土
廩
門
を
経
由
し
て
日
本
へ
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
桂
は
二
度
と
台
湾
に
戻
ら
ぬ
ま
ま
同
年
十
月
十
四
日
、
総
督
を
辞
任
し
た
。
桂
総
督
時
代
の
明
治
二
十
九
年
六
月
十
一
日
、
台
中
県
雲
林
支
庁
長
に
（Ⅳ）
新竹支庁長だった松村雄之進が任（叩された。松村雄之進は
嘉
永
五
年
に
久
留
米
の
神
官
の
家
に
生
れ
若
く
し
て
志
士
活
動
に
身
を
投
じ
た
。
松
村
は
明
治
四
年
、
長
州
か
ら
久
留
米
に
逃
亡
し
て
い
た
大
楽
源
太
郎
の
暗
殺
事
件
に
連
座
し
禁
固
七
年
の
刑
を
受
け
た
。
出
獄
後
の
明
治
十
三
年
、
久
留
米
の
士
族
を
率
い
て
福
島
県
に
移
住
し
久
留
米
開
墾
社
社
長
と
な
り
開
墾
事
業
を
行
な
い
明
治
十
五
年
、
立
憲
帝
政
党
結
成
に
参
加
し
た
が
同
党
が
翌
年
解
散
し
た
後
は
大
阪
府
警
部
、
神
戸
貿
易
商
組
合
委
員
を
つ
と
め
た
。
日
清
戦
争
が
お
こ
二
雲
林
虐
殺
事
件
の
概
要
五
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る
と
志
願
し
て
陸
軍
一
層
と
な
り
膨
湖
島
占
領
に
係
わ
っ
た
こ
と
で
台
（旧）
湾
総
督
府
が
開
か
れ
る
と
抜
擢
さ
れ
て
新
竹
支
庁
長
と
な
っ
た
。
松
村
が
の
ち
に
総
督
府
に
提
出
し
た
『
雲
林
土
匪
事
件
二
関
シ
軍
隊
卜
（旧）
一父渉顛末軍隊退却事情』には当時の文武官の意思の不統一
さ
と
土
匪
の
攻
撃
に
苦
戦
す
る
日
本
軍
の
姿
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
雲
林
（
現
在
の
台
湾
省
雲
林
県
斗
六
）
は
事
件
直
後
の
明
治
二
十
九
年
十
一
月
一
日
、
雲
林
を
視
察
に
訪
れ
た
陸
軍
軍
医
総監石黒忠蘆の日記によると「市街ノ西一一雲林河アリ、地
形
概
ネ
平
坦
就
中
、
西
北
ハ
広
漠
タ
ル
原
野
二
接
ス
、
四
辺
竹
林
ヲ
マ
マ
以
テ
包
擁
シ
諺
蒼
ト
シ
テ
昼
尚
ホ
陰
ニ
タ
リ
、
戸
数
凡
ソ
七
百
七
（別）
十
、
人
口
二
千
二
百
有
余
」
で
あ
っ
た
。
松
村
が
雲
林
に
着
任
直
後
の
同
月
十
三
日
、
斗
六
街
の
雲
林
支
庁
門
前
に
あ
る
日
本
酒
舗
が
土
匪
に
聾
わ
れ
商
品
が
掠
奪
さ
れ
た
。
そ
の
際
土
匪
は
支
庁
に
む
か
っ
て
発
砲
し
日
本
官
警
を
挑
発
し
た
。
松
村
支
庁
長
は
軍
及
び
警
察
と
協
力
し
て
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
土
匪
の
頭
目
簡
義
、
黄
丑
、
何
鉄
等
が
雲
林
の
東
南
約
四
里
に
あ
る
険
し
い
山
間
部
の
太
坪
頂
で
暴
動
の
軍
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
。
雲
林
（Ⅲ）
（皿）
守
備
隊
長
古
市
龍
八
郎
大
尉
は
中
村
道
明
中
尉
以
下
兵
二
十
余
名
と
憲
兵
二
名
に
大
坪
頂
の
偵
察
を
命
じ
支
庁
員
二
名
が
こ
れ
に
随
行
し
た。六月十四日午前三時に本隊を出発した偵察隊はその途
中、土匪の待ち伏せをうけ中村中尉以下五名の戦死者と六
法
政
史
学
第
四
十
八
号
名
の
負
傷
者
を
出
し
て
退
却
し
た
。
報
告
を
聞
い
た
古
市
大
尉
は
自
ら
一
個
小
隊
を
率
い
て
現
場
に
急
行
し
た
が
敵
兵
力
が
優
勢
で
あ
っ
た
た
め
嘉
義
の
台
湾
守
備
歩
兵
第
四
連
隊
司
令
部
に
応
援
を
要
請
し
た。翌
十
五
日
、
台
湾
守
備
混
成
第
二
旅
団
歩
兵
第
四
連
隊
長
益
田
照
（羽）
（別）
遠
中
佐
は
第
三
大
隊
佐
藤
常
政
少
佐
を
指
揮
官
と
す
る
歩
兵
一
個
中
（閉）
隊
及
び
歩
兵
二
個
小
隊
と
北
斗
に
駐
屯
し
て
い
た
歩
兵
二
個
小
隊
を（妬）
雲林に派遣した。また（口中の混成第二旅団長田村寛一少将
には総督府より太平頂付近の土匪を「根底ヨリ之ヲ討滅」
（汀）
せよとの〈叩く祠が発せられた。佐藤少佐指揮の討伐隊には憲
兵
、
警
察
官
の
ほ
か
支
庁
長
松
村
雄
之
進
以
下
支
庁
員
も
武
装
し
て
従
軍
し
軍
隊
の
誘
導
、
通
訳
等
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
月
十
七
日
、
討
伐
隊
の
接
近
を
知
っ
た
大
坪
頂
の
敵
は
戦
わ
ず
夜
陰
に
乗
じ
て
四
散
し
付
近
の
各
村
落
に
潜
伏
し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
怒
り
に
燃
え
た
討
伐
隊
は
翌
十
八
日
よ
り
土
匪
捜
索
を
開
始
し
中
村
中
尉
ほ
か
の
遺
体
を
回
収
し
た
の
ち
土
匪
の
嫌
疑
を
か
け
た
者
を
次
々
と
殺
害
し
そ
の
家
屋
に
火
を
つ
け
た
。
こ
の
討
伐
に
つ
い
て
混
成
第
二
旅
団
は
総
督
府
に
対
し
て
「
土
匪
三
十
五
（邪）
名
ヲ
殺
戦
シ
諸
村
落
ヲ
焼
夷
セ
リ
」
と
報
告
し
た
。
の
ち
に
松
村
支
庁
長
は
自
分
は
討
伐
に
二
日
間
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
が
良
民
の
保
護
を
は
か
り
土
匪
逮
捕
の
た
め
密
告
を
奨
励
し
家
屋
を
焼
き
捨
て
る
一一二ハ
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際
は
良
民
に
対
し
て
そ
の
理
由
と
他
の
家
屋
へ
の
類
焼
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
告
示
を
お
こ
な
っ
た
と
総
督
府
に
報
告
し
た
。
土
匪
の
捜
索
及
び
討
伐
は
二
十
二
日
ま
で
続
け
ら
れ
―
先
ず
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
判
断
し
た
益
田
中
佐
は
討
伐
隊
を
解
散
し
て
各
駐
屯
地
へ
の
帰
還
を
命
じ
た
。
軍
隊
の
撤
退
に
と
も
な
い
土
匪
が
蜂
起
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
松
村
支
庁
長
は
一
個
大
隊
以
上
の
兵
を
林
杷
哺
に
駐
在
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
結
局
は
雲
林
守
備
隊
に
一
個
小
隊が増員されるにとどまった。
討
伐
隊
が
解
散
し
た
の
を
知
っ
た
土
匪
討
伐
戦
の
被
害
者
た
ち
は
日
本
官
警
に
対
し
て
復
讐
を
誓
っ
た
。
不
穏
な
空
気
を
察
知
し
た
雲
林
守
備
隊
は
た
び
た
び
大
坪
頂
に
偵
察
隊
を
派
遣
し
た
が
そ
の
つ
ど
追
い
払
わ
れ
土
匪
の
勢
力
は
日
々
増
大
し
て
い
っ
た
。
六
月
二
十
七
日
、
林
杷
哺
憲
兵
隊
が
約
三
十
名
の
土
匪
に
よ
っ
て
（羽）
挑
発
を
受
け
た
。
林
杷
哺
憲
兵
隊
の
安
藤
直
憲
兵
少
尉
は
こ
の
日
の
夜
に
土
匪
の
襲
撃
が
あ
る
と
の
情
報
を
得
た
た
め
雲
林
守
備
隊
長
古
市
大
尉
の
救
援
を
求
め
た
。
と
こ
ろ
が
古
市
大
尉
は
安
藤
少
尉
に
対
し
て
憲
兵
は
非
戦
闘
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
林
杷
浦
か
ら
の
退
却
を
勧
告
し
た
。
こ
の
場
に
同
席
し
た
松
村
支
庁
長
は
古
市
大
尉
に
対
し
て
戦
わ
ず
し
て
林
杷
哺
を
放
棄
す
る
の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
古
市
大
尉
は
六
月
二
十
七
日
は
土
匪
が
雲
林
支
庁
の
あ
る
斗
六
街
を
襲
撃
す
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
た
め
援
軍
は
送
れ
な
い
の
だ
と
答
え
た
。
日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
（
柏
木
）
松
村
は
そ
れ
は
噂
で
あ
り
林
杷
哺
は
現
に
土
匪
が
迫
っ
て
お
り
噂
に
惑
わ
さ
れ
事
実
を
度
外
視
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
同
地
を
失
え
ば
斗
六
街
が
危
機
に
お
ち
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
援
軍
派
遣
を
強
く
要
請
し
た
。
古
市
大
尉
は
嘉
義
の
益
田
中
佐
に
電
報
を
う
ち
援
軍の可否を相談した。同日午後三時ようやく雲林から林杷
哺
へ
一
個
小
隊
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
午
後
八
時
、
派
遣
小
隊
は同地に到着した。
翌
二
十
八
日
午
前
三
時
、
林
杷
哺
憲
兵
隊
屯
所
が
土
匪
約
三
百
名
の襲撃をうけ憲兵隊は死亡四名負傷七名の損害をだして雲
林
へ
退
却
し
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
取
っ
た
混
成
第
二
旅
団
は
嘉
義
（卯）
か
ら
佐
藤
少
佐
指
揮
の
一
個
中
隊
と
鹿
港
か
ら
一
個
中
隊
を
派
遣
し
雲
林
守
備
隊
と
と
も
に
「
匪
徒
ヲ
根
底
ヨ
リ
劉
滅
ス
ヘ
キ
ヲ
命
シ
」
別）た。
同
二
十
九
日
午
前
五
時
、
集
々
街
憲
兵
屯
所
が
土
匪
約
三
百
名
の
攻
撃
を
う
け
憲
兵
十
二
名
と
馬
丁
二
名
か
ら
な
る
同
憲
兵
隊
は
全
滅した。そして六月三十日午前一一一時半ごろ一発の銃声を合
図
に
斗
六
街
に
土
匪
が
来
襲
し
た
。
土
匪
の
襲
撃
が
始
ま
っ
た
そ
の
夜
、
支
庁
に
対
し
て
守
備
隊
は
護
衛
も
情
報
も
送
ら
な
か
っ
た
。
松
村
支
庁
長
の
抗
議
に
対
し
て
古
市
大
尉
は
支
庁
方
面
に
兵
を
配
置
し
な
か
っ
た
理
由
は
平
素
は
支
庁
の
警
戒
は
支
庁
に
一
任
し
て
あ
る
と
返
答
し
た
。
怒
っ
た
松
村
は
な
ら
ば
戦
時
も
ま
た
文
官
に
一
任
す
る
の
か
、
す
る
な
ら
ば
支
庁
に
も
軍
隊
同
様
の
報
告
が
あ
る
べ
き
だ
と
七
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詰
め
寄
っ
た
。
こ
こ
で
佐
藤
少
佐
が
言
葉
の
行
き
違
い
を
詫
び
軍
も
不
意
を
襲
わ
れ
た
た
め
支
庁
の
警
備
に
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
と
弁
解
し
古
市
大
尉
と
と
も
に
謝
罪
し
た
。
午
前
八
時
、
古
市
大
尉
は
支
庁
員
及
び
警
察
官
等
の
文
官
の
退
却
を
勧
告
し
た
が
松
村
支
庁
長
は
文
官
の
み
退
却
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
こ
の
勧
告
を
取
り
消
さ
せ
た
。
佐
藤
少
佐
以
下
守
備
隊
の
将
校
は
早
々
に
雲
林
か
ら
の
退
却
を
主
張
し
た
が
松
村
は
行
政
的
見
地
か
ら
あ
く
ま
で
固
守
を
主
張
し
た
。
し
か
し
佐
藤
少
佐
は
す
で
に
軍
は
退
却
に
決
定
し
た
と
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
雲
林
警
察
署
長
原
田
則
行
警
部
の
兵
の
半
数
以
上
が
艶
れ
た
場
合
に
退
却
す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
古
市
大
尉
は
た
と
え
雲
林
を
死
守
で
き
な
く
て
も
最
後
ま
で
固
守
し
た
あ
と
退
却
す
る
と
答
え
た
。
午
前
十
一
時
現
在
の
守
備
隊
の
損
害
は
三
個
中
隊
あ
わ
せ
て
将
校
以
下
死
者
三
名
負
傷
者
七
名
で
あ
っ
た
が
猛
烈
な
敵
の
攻
撃
に
守
備
隊
の
士
気
は
低
下
し
て
い
っ
た
。
午
後
六
時
、
松
村
支
庁
長
は
佐
藤
少
佐
よ
り
退
却
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
と
告
げ
ら
れ
た
。
松
村
は
死
守
が
無
理
な
ら
せ
め
て
援
軍
が
来
る
ま
で
固
守
す
べ
き
だ
と
強
く
主
張
し
た
が
佐
藤
少
佐
の
「
仮
令
軍
律
二
照
ラ
サ
ル
ル
ト
雌
モ
退
却
ス
（犯）
ルノ外致方ナシ」という一一一己葉に押切られついに雲林からの
退
却
に
同
意
す
る
に
い
た
っ
た
。
雲
林
が
襲
撃
さ
れ
た
六
月
三
十
日
（羽）
は
南
投
も
土
匪
数
百
名
の
襲
撃
を
う
け
て
山
田
万
四
郎
大
尉
以
下
戦
法
政
史
学
第
四
十
八
号
死
四
名
負
傷
五
名
を
出
し
た
。
ま
た
莉
桐
巷
の
通
信
所
が
襲
撃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
電
信
が
各
地
で
断
絶
し
雲
林
は
外
部
か
ら
の
情
報
か
ら
遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
佐
藤
少
佐
以
下
雲
林
守
備
隊
は
電
信
の
不
通
に
よ
っ
て
心
理
的
に
も
孤
立
し
こ
れ
が
雲
林
退
却
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
脱
出
の
打
ち
合
せ
で
は
前
衛
一
個
中
隊
を
先
頭
に
支
庁
員
と
警
察
官
等
の
文
官
が
続
き
後
衛
二
個
中
隊
が
こ
れ
を
守
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
前
衛
中
隊
の
姿
は
な
く
支
庁
員
と
警
察
官
は
憲
兵
の
一
部
と
と
も
に
自
ら
血
路
を
開
き
午
後
九
時
半
頃
莉
桐
巷
に
脱
出
し
た
。
憤
慨
し
た
松
村
は
こ
と
の
次
第
を
七
月
一
日
、
台
中
の
台
湾
守
備
歩
兵
第
四
連
隊
長
益
田
中
佐
に上申するとともに総督及び民政局に報告書を提出した。
七
月
二
日
、
混
成
第
二
旅
団
長
田
村
少
将
は
南
投
守
備
隊
長
松
居
（弧）
士口統少佐より土匪の襲撃をうけ防戦しているが弾薬が欠乏
し
苦
戦
中
と
の
報
を
う
け
た
た
め
在
北
斗
の
台
湾
守
備
歩
兵
第
三
連
（鍋）
隊
長
今
橋
知
勝
中
佐
に
救
援
を
命
じ
た
。
ま
た
同
日
午
前
十
一
時
ご
ろ
土
匪
数
百
名
が
県
庁
所
在
地
で
混
成
第
二
旅
団
司
令
部
の
あ
る
台
中
を
襲
撃
し
た
が
午
後
一
時
、
台
中
守
備
隊
は
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
翌
三
日
に
は
在
台
北
の
歩
兵
二
個
大
隊
が
応
援
部
隊
と
し
て
台
北
を
出
発
し
混
成
第
二
旅
団
長
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
七
月
四
日
午
前
（犯）
四
時
、
北
斗
か
土
匪
の
襲
撃
を
う
け
宮
永
計
太
大
尉
以
下
二
名
が
戦
（卯）
死
し
守
備
隊
は
憲
兵
、
警
察
官
と
と
も
に
彰
化
へ
退
却
し
た
。
こ
の
八
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明
治
二
十
九
年
七
月
四
日
付
「
香
港
デ
ー
リ
プ
レ
ス
」
に
雲
林
事
（㈹）
件に関する記事が掲載された。
同
月
七
日
桂
総
督
は
混
成
第
二
旅
団
長
田
村
少
将
に
対
し
て
軍
発
第
二
百
八
十
九
号
訓
令
を
発
し
「
無
事
良
民
ヲ
殺
害
ス
ル
ハ
本
島
後
来
ノ
治
民
上
甚
タ
シ
キ
害
ヲ
残
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
彼
等
激
昂
ノ
余
り
遂
二
土
匪
二
加
担
シ
以
テ
大
結
果
、
彰
化
と
大
甫
林
間
に
は
日
本
兵
が
一
兵
も
い
な
い
状
態
と
なった。
七
月
五
日
、
南
投
に
今
橋
中
佐
の
部
隊
が
到
着
し
松
居
部
隊
と
協
力
し
て
敵
を
撃
退
し
た
。
翌
六
日
に
は
台
北
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
個
大
隊
が
台
中
に
到
着
し
日
本
軍
の
反
撃
が
は
じ
ま
っ
た
。
以
後
約
一
ヵ
月
を
か
け
て
の
雲
林
第
二
次
討
伐
戦
の
結
果
、
七
月
十
三
日
、
雲
林
は
今
橋
隊
に
よ
り
奪
還
さ
れ
た
。
八
月
二
日
、
台
湾
総
督
府
は
土
匪
の
勢
力
は
雲
林
東
南
一
帯
の
山
中
に
そ
の
残
余
を
み
る
ま
で
と
な
り
炎
天
下
で
の
山
中
討
伐
戦
は
こ
れ
以
上
困
難
と
判
断
し
混
成
第
二
旅
団
長
に
対
し
て
掃
蕩
中
止
を
命
じ
た
。
日
本
軍
の
損
害
も
甚
大
（棚）
で七月一二十日までに今橋部隊の損害は死傷百十五名を数え
た。三
外
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
雲
林
虐
殺
事
件
」
を
め
ぐ
る
総
督
府
の
対
応
日清戦争後に於ける台湾の治安問題（柏木）
集
団
ヲ
形
成
セ
シ
ム
ル
ハ
ニ
至
ル
ハ
過
去
二
徴
シ
テ
明
カ
ナ
リ
故
二
貴
官
力
尚
続
行
セ
ン
ト
ス
ル
討
伐
ハ
深
ク
戒
餅
シ
テ
玉
石
混
清
ノ挙錯ナカラシメンコトヲ要ス然しトモ本島ノ土賊ハ一
般良民卜区別スルノ因難ナル論ヲ俟夕ス為二深ク軍隊一一
要求スレハ其動作ハ緩慢二陥ル一一至ラン故二貴官ハ従前
ノ如ク各隊ヲ動作セシメ銃器ヲ携帯セルノミニシテ現一一
我
二
抵
抗
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
一
人
卜
難
ト
モ
殺
戦
ス
ル
ヲ
厳
禁
シ
悉
ク之ヲ補縛シ其事詳ナルーー及ンテ其処置ヲ定ムヘシ」
と
非
武
装
の
者
の
殺
戦
を
厳
禁
し
さ
ら
に
討
伐
地
に
は
臨
時
法
院
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
が
臨
時
法
院
設
置
に
は
若
干
の
時
を
要
す
ろ
（机）
た
め
容
疑
者
は
台
中
県
知
事
に
引
き
渡
す
よ
う
に
〈
叩
じ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
「
タ
イ
ム
ス
」
に
雲
林
事
件
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
事
態
は
国
際
問
題
に
発
展
す
る
様
相
を
し
め
し
た。明治二十九年七月二十一一一日、加藤高明駐英公使より外務
大
臣
西
園
寺
公
望
宛
て
に
電
報
が
届
い
た
。
そ
の
内
容
は
在
香
港
の
タ
イ
ム
ス
新
聞
通
信
員
が
台
湾
の
某
宣
教
師
か
ら
の
情
報
と
し
て
次
の
よ
う
な
電
報
を
発
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
日
本
人
ハ
台
湾
島
南
部
二
於
テ
残
虐
ヲ
行
上
居
り
六
十
箇
村
ヲ
焼
失
シ
数
千
人
ヲ
殺
害
セ
リ
或
ル
曰
廿
一
人
ノ
支
那
人
無
差
別
二
捕
縛
セ
ラ
レ
其
ノ
墓
ヲ
穿
チ
残
忍
暴
虐
二
取
扱
ヒ
タ
ル
上
統
剣
ヲ
九
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以テ刺殺セリ又或ル時ハ五十人ノ支那人日本人ヲ歓迎セ
ントテ準備ヲ為シ居ル時不意一一攻撃ヲ受ケ殺害セラレタ
マ
マ
リ六月二十一一日「ハンーーン」（雲林？・ノ庁長）ハ山中ヨ
リ帰り来ル様村民二布告シタル一一彼等ハ其ノ帰途ニテ殺
致セラレタリト云う一一在り」
こ
れ
に
対
し
て
加
藤
公
使
は
「
右
二
対
シ
反
駁
ヲ
為
ス
ヘ
キ
材
料
ヲ
与
エ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ャ
」
と
外
務
省
に
指
示
を
仰
い
だ
の
で
（⑰）
ある。また
七
月
二
十
四
日
付
「
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
」
紙
（⑬）
に
「
ム
ロ
湾
の
日
本
人
」
と
い
う
題
名
で
「
（
ロ
湾
の
住
民
に
関
す
る
限
り
日
本
人
は
文
字
通
り
絶
滅
政
策
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
下
関
条
約
の
狙
い
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
た
く
な
る
ほ
ど
だ
。
作
物
が
荒
さ
れ
、
村
を
焼
か
れ
、
墓
を
あ
ば
か
れ
女
性
が
陵
辱
さ
れ
て
島
民
は
激
怒
に
駆
ら
れ
て
い
る
。
」
と
日
本
を
非
難
す
る
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
の
中
で
盗
賊
の
本
拠
を
攻
撃
す
る
と
思
っ
た
日
本
軍
が
意
外
に
も
村
々
を
焼
き
払
い
村
民
を
殺
害
し
て
い
る
と
し
家
や
食
料
を
焼
か
れ
た
村
民
は
悲
惨
な
状
態
に
あ
り
三
日
も
四
日
も
死
体
が
放
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
不
安
な
様
子
を
伝
え
る
雲
林
の
中
国
人
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
た
。
外
務
省
は
西
園
寺
外
相
名
で
七
月
二
十
五
日
、
桂
台
湾
総
督
と
高
島
鞆
之
助
拓
殖
務
相
に
対
し
て
照
会
を
お
こ
な
っ
た
。
法
政
史
学
第
四
十
八
号
七
月
二
十
七
日
、
桂
台
湾
総
督
は
西
園
寺
外
相
に
対
し
書
翰
を
送
り
総
督
府
に
事
実
取
調
べ
を
命
じ
た
の
で
改
め
て
回
答
を
お
こ
な
う
が
記
者
が
列
記
す
る
よ
う
な
「
残
忍
苛
酷
ノ
事
実
ハ
断
シ
テ
無
之
ハ
（“）
総
督
二
於
テ
保
証
致
候
」
と
返
答
し
た
。
そ
し
て
雲
林
は
古
来
よ
り
土
匪
の
巣
窟
で
あ
り
良
民
は
彼
ら
に
協
力
し
な
く
て
は
生
命
財
産
を
守
ら
れ
ず
ま
た
良
民
が
土
匪
の
間
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
い
時
に
或
い
は
非
命
に
蕊
れ
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
戦
闘
中
に
間
違
え
が
お
こ
ら
ぬ
よ
う
注
意
の
訓
示
を
お
こ
な
っ
た
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
桂
総
督
は
七
月
七
日
付
「
軍
発
第
二
百
八
十
九
号
総
督
府
訓
令
」
を
発
し
台
湾
守
備
混
成
第
二
旅
団
長
に
対
し
て
厳
重
注
意
を
与
え
た
こ
と
を
伝
達
し
た
。
ま
た
桂
総
督
は
八
月
五
日
、
総
督
府
に
対
し
て
「
土
匪
討
伐
二
対
シ
内
外
新
聞
ノ
悪
評
甚
夕
シ
文
武
官
其
処
置
ヲ
誤
リ
タ
ル
者
ハ
連
（妬）
カニ処分シーア報告セョ」と打電し関係者の処罰を命じた。
翌
八
月
十
四
日
、
加
藤
駐
英
公
使
の
第
二
信
が
外
務
省
に
入
っ
た
。
加
藤
は
台
湾
で
の
事
件
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
記
者
の
質
問
に
対
し
て
反
駁
で
き
る
よ
う
に
「
充
分
且
シ
迅
速
二
加
害
者
ヲ
処
罰
セラレンコトヲ切二希望」してきた。
同
八
月
二
十
七
日
、
高
島
拓
殖
務
相
は
西
園
寺
外
相
に
対
し
て
桂
台
湾
総
督
の
報
告
書
と
総
督
府
民
政
局
長
水
野
遵
か
ら
桂
総
督
宛
て
の電報の写を送付した。
（化）
水野民政局長の桂総督宛八月一一十一日着信の電報による
＝
○
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と
水
野
は
「
二
十
一
人
ノ
支
那
人
ヲ
無
差
別
二
縛
シ
銃
剣
ヲ
以
テ
刺
殺
シ
タ
ル
コ
ト
雲
林
支
庁
長
力
村
民
ヲ
山
中
ヨ
リ
呼
戻
シ
帰
路
二
殺
戦
シ
タ
ル
事
等
全
ク
無
根
ナ
リ
」
と
こ
の
件
は
否
定
し
た
が
「
六
十
ケ
村
ヲ
焼
失
シ
六
千
人
ヲ
殺
害
シ
タ
ル
」
こ
と
に
つ
い
て
は
「
初
メ
討
伐
隊
力
土
匪
ノ
村
落
卜
認
メ
テ
ニ
十
余
村
ヲ
焼
キ
又
土
匪
百
数
十
人
ヲ
殊
戦
シ
タ
ル
ヲ
誇
張
シ
又
五
十
人
ノ
支
那
人
、
日
本
人
ママ三ｍ力）
ヲ歓迎スル準備中不意二殺害セーフレシハ海豊林ノ人民ヲ土
匪
卜
認
メ
其
村
外
ニ
テ
打
払
ヒ
タ
ル
コ
ト
ヲ
指
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
と
事
実
を
大
筋
で
認
め
た
。
ま
た
別
紙
の
桂
総
督
宛
て
の
水
野
民
政
局
長
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
六
月
十
八
日
よ
り
同
二
十
二
日
ま
で
の
討
伐
で
の
住
民
の
被
害
は
「二十七庄一千数百戸ヲ焼夷シ土匪八十三名（此八十一一一
マ
マ
マ
名ハ軍隊ノ報告ニシテ他ノ報告ニハ一一一百余名トアリ此四
マ
（
灯
）
百余名トノ報生ロコソ事実ナリト信ス）ヲ殺戦セリ」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
被
害
者
の
中
に
は
婦
女
子
は
一
人
も
い
な
い
と
す
る
も
殺
害
さ
れ
た
者
が
す
べ
て
土
匪
か
良
民
か
は
不
明
で
あ
り焼失した家屋は土匪の家屋を焼き払ったところ類焼した
も
の
と
報
告
し
た
。
ま
た
具
体
的
な
事
例
と
し
て
人
家
約
百
戸
の
海
豊喬は良民が多く日本軍を湯茶で接待して迎えたが児玉市
（妃）
蔵
中
尉
が
指
揮
す
る
討
伐
隊
は
軍
に
同
行
し
て
い
た
雲
林
支
庁
員
が
寛
大
な
処
置
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
命
令
ナ
リ
」
と
称
し
て
日清戦争後に於ける台湾の治安問題（柏木）
壮
年
の
男
子
七
八
十
名
を
「
一
斉
射
撃
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
銃
殺
シ
家
屋
ハ
悉
ク
焼
失
」
し
た
こ
と
を
あ
げ
、
こ
の
事
件
が
在
台
湾
の
内
外
人
の
中
で
住
民
が
日
本
人
を
歓
迎
す
る
準
備
中
に
不
意
に
殺
害
さ
れ
た
と
の
説
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
の
児
玉
中
尉
の
討
伐
隊
は
九
菖
林
で
も
約
四
十
名
を
殺
害
し
家
屋
を
焼
き
払
っ
て
い
た
。
ま
た
石
榴
斑
で
は
約
七
十
名
が
渓
辺
屑
で
は
十
数
名
が
殺
戦
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
松
村
雲
林
支
庁
長
が
住
民
を
誘
き
出
し
た
と
い
う
件
に
つ
い
て
は
六
月
二
十
一
日
付
の
告
示
で
良
民
に
帰
宅
を
促
し
た
が
討
伐
が
ま
だ
継
続
し
て
い
た
た
め
告
示
を
二
十
三
日
に
引
き
延
ば
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
告
示
は
あ
た
か
も
雲
林
支
庁
長
が
住
民
が
家
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
を
一
網
打
尽
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
住
民
た
ち
に
誤
解
さ
れ
た
も
の
だ
と
報
告
さ
れ
た
。
第
二
次
討
伐
戦
で
哺
里
の
奮
回
を
命
ぜ
ら
れ
た
松
居
少
佐
が
そ
の
途
中
の
集
々
街
で
警
察
署
長
の
か
ざ
す
総
督
の
訓
示
を
黙
殺
し
集
々
街
を
焼
き
払
い
進
撃
し
た
の
ち
浦
里
近
辺
の
約
二
十
五
圧
の
村
落
を
焼
き
払
っ
た
こ
と
も報告された。
七
月
二
十
日
付
イ
ギ
リ
ス
「
タ
イ
ム
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
切
り
抜
き
が
七
月
三
十
一
日
付
の
駐
英
公
使
加
藤
高
明
の
書
翰
と
と
もに九月三日、外務省に届いた。
こ
の
書
翰
で
加
藤
は
「
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
は
新
聞
社
自
体
が
記
事
の
信
愚
性
に
疑
問
を
抱
い
て
お
り
そ
の
後
の
続
報
も
掲
載
さ
れ
て
￣
＝
＝
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い
な
い
の
で
台
湾
の
残
虐
行
為
に
関
す
る
件
は
「
幸
二
右
風
説
ハ
最
早
立
消
ノ
姿
卜
相
成
居
リ
候
二
付
此
際
改
メ
テ
之
力
取
消
ヲ
出
ス
ハ
即
チ
得
策
ナ
ラ
ス
ト
存
シ
暫
ク
差
控
居
候」
と
し
な
が
ら
外
務
省
か
ら
の
電
報
で
は
事
実
確
認
が
充
分
で
は
な
い
と
し「
例
ヘ
ハ
旅
順
ロ
ー
於
テ
モ
兵
士
等
ハ
無
論
右
同
様
厳
命
ノ
下
ニ
ア
リ
タ
ル
ニ
ハ
相
違
無
之
卜
被
存
候
共
実
際
当
時
ノ
如
キ
出
来
事
モ有之候様の次第」
な
の
で
こ
の
件
が
事
実
無
根
で
あ
る
こ
と
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
し
てほしいと述べた。
「
旅
順
□
」
と
は
明
治
二
十
七
（
’
八
九
四
）
年
十
一
月
二
十
一
日
の
午
後
と
以
後
数
日
間
に
わ
た
っ
て
中
国
本
士
の
遼
東
半
島
の
軍
港
旅
順
で
発
生
し
た
日
本
軍
に
よ
る
中
国
人
虐
殺
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
側
の
統
計
に
よ
る
と
二
万
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
九
五
年
一
月
八
日
付
「
タ
イ
ム
ス
」
に
（㈹）
「
旅
順
陥
落
後
の
残
虐
行
為
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
各
国
の
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
陸
奥
宗
光
外
相
は
日
本
が
欧
米
列
強
に
国
際
法
を
守
ら
ぬ
野
蛮
国
と
と
ら
れ
て
は
条
約
改
正
交
渉
に
は
な
は
だ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
危
慎
し
欧
米
の
記
者
に
謀
略
や
買
収
と
い
っ
た
手
段
ま
で
と
っ
て
ど
う
に
か
事
態
を
鎮
静
化
さ
せ
法
政
史
学
第
四
十
八
号
’一一一一一
（卯）
たのである。日本に雷とって「雲林事件」が「旅順事件」の
悪
夢
の
再
来
に
な
る
こ
と
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
かった。
加藤駐英公使の八月十八日付の書翰（九月二十一一一日外務
（別）
省
収
受
）
で
は
台
湾
の
件
が
「
事
実
無
根
ニ
ア
ー
フ
サ
ル
コ
卜
梢
ャ
判
然
」
し
た
た
め
「
断
然
タ
ル
取
消
ヲ
差
控
」
た
こ
と
は
好
都
合
で
あ
っ
た
が
同
時
に
「
其
事
実
ア
リ
タ
ル
ハ
我
帝
国
ノ
為
メ
深
ク
遺
憾
一
一
存
候
」
と
し
「
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
を
き
っ
か
け
に
「
其
他
当
地
ノ
諸
新
聞
紙
上
二
之
力
批
評
論
難
ヲ
褐
ケ
我
帝
国
二
取
り
大
二
不
利
益
ナ
ル
世
論
ヲ
惹
起
ス
ル
コ
ト
可
有
之
ヤ
ト
甚
夕
懸
念
致
候
」
と
日
本
軍
の
蛮
行
が
条
約
改
正
を
め
ざ
す
日
本
に
い
か
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
心
配
し
た
。
そ
し
て
「
素
卜
是
等
不
都
合
ノ
行
為
ハ
其
官
吏
軽
忽
怠
慢
又
ハ
不
能
二
基
ツ
ク
ト
軍
人
兵
士
等
ノ
無
法
乱
暴
二
出
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
恂
二
野
蛮的残忍タルヲ免レス実一一以テノ外ナル次第二有之候二
付テハ審理ノ上当該地二於テ右一一関スル世評ノ生シタル
際犯人ノ既二処分一一遇ヒタルコトヲ公示スルヲ得ハ大二
非
難
ノ
声
「
フ
薄
弱
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
効
力
可
有
之
此
際
帝
国
ノ
令
名
ヲ維持スル上一一於テ唯一ノ策卜被存候間本件関係人ノ審
理
処
罰
ヲ
速
ニ
セ
ラ
レ
其
始
末
直
二
御
報
道
相
成
候
義
不
堪
希
望」と述べた。
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「
タ
イ
ム
ス
」
に
は
八
月
二
十
五
日
付
で
「
中
部
台
湾
二
於
ケ
ル
反
乱
」
と
い
う
記
事
が
同
月
二
十
七
日
に
は
「
台
湾
事
情
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
八
月
二
十
七
日
付
「
ス
コ
ッ
ッ
マ
ン
」
紙
に
は
台
南
の
宣
教
師
ダ
ン
カ
ン
・
フ
ァ
ガ
ー
ソ
ン
か
ら
の
書
翰
が
「
台
湾
に
お
け
る
日
本
人
」
と
い
う
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
（犯）た。
こ
の
う
ち
八
月
二
十
五
日
付
「
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
駐
イ
タ
リ
ア
公
使
栗
野
慎
一
郎
か
ら
問
い
合
せ
の
書
翰
が
十
月
十
二
日
に
外
務
省
に
到
着
し
た
。
栗
野
は
地
元
イ
タ
リ
ア
紙
に
は
同
様
の
記
事
は
掲
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
「
此
後
如
何
ノ
挙
動
二
出
ル
歎
ハ
今
ヨ
リ
予
測
難
致
次
第
二
有
之
」
と
し
て
「
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
が
万
一
誤
報
の
場
合
は
急
い
で
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
台
湾
に
（卵）
関
す
る
実
況
は
以
後
、
常
に
至
急
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
明
治
二
十
九
年
十
月
二
十
一
日
、
高
島
拓
殖
務
相
は
大
隈
重
信
外
相
に
宛
て
て
桂
台
湾
総
督
よ
り
送
付
さ
れ
た
雲
林
事
件
に
関
す
る
（別）
「
文
武
官
処
分
ノ
顛
末
及
其
前
後
ノ
処
置
に
関
ス
ル
報
告
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
「
第
一
苛
酷
処
行
ナ
ル
問
題
ヲ
引
起
シ
ママ
タル源因」「第一一文武官ノ懲戒処分」「第一二捕獲土匪ノ
処
分
」
か
ら
な
り
事
件
発
生
の
経
緯
と
関
係
者
の
処
分
及
び
今
後
は
土
匪
を
逮
捕
し
た
う
え
で
臨
時
法
院
に
送
致
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
外
務
省
よ
り
同
月
二
十
七
日
、
加
藤
駐
英
公
使
並
び
に
栗
野
駐
伊
公
使
と
在
露
、
仏
、
独
、
塊
、
米
、
清
の
各
日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
（
柏
木
）
国
公
使
に
送
付
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
送
付
文
書
は
「
残
虐
ノ
行
為
ア
リ
タ
ル
文
武
官
」
と
い
う
文
言
が
起
案
の
段
（閲）
階
で
「
残
虐
」
を
「
不
当
」
に
訂
正
さ
れ
た
。
台
湾
総
督
府
は
こ
の
報
告
書
の
中
で
二
十
七
庄
、
戸
数
一
千
数
百
戸
を
焼
夷
し
軍
隊
の
報
告
で
は
土
匪
八
十
三
名
、
他
の
報
告
で
は
三
百から四百名を殺戦し殺害された者がすべて土匪なのか良
民
も
交
じ
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
『
公
爵
桂
（砧）
太郎伝』では「ムロ湾中部の土匪益々椙搬を暹うせしを以て
守
備
隊
及
ひ
支
庁
長
は
之
か
職
滅
を
期
せ
ん
か
為
に
一
時
玉
石
倶
に
焚
く
の
殺
戦
を
敢
て
し
た
り
。
是
れ
蓋
し
、
新
領
土
経
営
の
方
針
未
た
確
定
せ
さ
る
と
戦
後
殺
伐
の
気
分
未
た
全
く
収
ら
さ
る
時
期
と
に
起
り
し
な
り
と
錐
も
之
か
為
に
中
外
の
物
議
を
醸
し
た
り
き
」
と
し
て
、
そ
の
責
任
を
す
べ
て
「
守
備
隊
及
ひ
支
庁
長
」
に
負
わ
せ
て
い
る
。
雲
林
支
庁
長
の
松
村
雄
之
進
は
九
月
二
日
、
懲
戒
免
職
位
記
剥
（印）
奪という厳罰に処せられた。また同日か》ｂ雲林支庁管内に
おいて窮民に対する救伽が施された。これは八月十四日、
天
皇
皇
后
か
ら
雲
林
地
方
の
土
匪
蜂
起
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
住
（昭）
民
に
対
し
て
救
伽
金
三
千
円
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
玄
米
の
給
与
、
米
代
金
の
支
給
の
ほ
か
良
民
罹
災
者
に
対
し
て
小
屋
掛
の
各
戸
毎
に
平
均
五
円
内
外
の
金
員
が
給
付
さ
れ
た
。
雲
林
守
備
隊
長
古
市
龍
八
郎
大
尉
と
上
官
の
台
湾
守
備
歩
兵
第
￣
＝￣
＝￣
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四
連
隊
長
益
田
照
遠
中
佐
は
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
に
停
職
（卵）
と
な
り
翌
三
十
年
二
月
十
七
日
に
は
休
職
を
命
じ
ら
れ
た
。
「
文
武
官
処
分
ノ
顛
末
及
其
前
後
ノ
処
置
に
関
ス
ル
報
告
書
」
に
は
処
分
さ
れ
た
文
武
官
は
こ
の
三
名
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
に
雲
林
派
遣
部
隊
の
台
湾
守
備
歩
兵
第
四
連
隊
第
三
大
隊
長
佐
藤
常
政
（㈹）
少
佐
は
明
治
二
十
九
年
八
月
十
三
日
、
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
た
。
佐
藤
少
佐
は
土
匪
討
伐
の
不
手
際
よ
り
も
雲
林
撤
退
の
責
任
を
問
わ
れ
、
同
じ
く
撤
退
の
罪
を
問
わ
れ
た
哺
里
守
備
隊
長
石
塚
烈
三
郎
大
（Ⅲ）尉と
と
も
に
明
治
三
十
年
八
月
八
日
、
剥
官
位
記
剥
奪
の
上
禁
固
二
（⑰）
十
年
の
刑
に
処
せ
》
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
に
土
匪
を
「
根
底
ヨ
リ
之
ヲ
討
滅
」
せ
よ
と
命
じ
た
者
は
処
分
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
混
成
第
二
旅
団
長
田
村
寛
一
少
将
は
監
督
責
任
を
問
わ
れ
ず
明
治
三
十
年
四
月
八
日
、
近
衛
第
二
旅
団
長
に
栄
転
し
翌
三
十
一
年
十
月
一
日
（鯛）
には中将に昇進して新設の第十二師団長に補せ→われた。ま
た
台
湾
総
督
府
軍
務
局
長
立
見
尚
文
少
将
も
田
村
と
同
日
に
中
将
に
昇
進
し
総
督
府
軍
務
長
か
ら
同
じ
く
新
設
の
第
八
師
団
長
に
栄
転
し
た
。
さ
ら
に
立
見
は
日
露
戦
争
に
出
征
し
た
の
ち
旧
幕
派
の
桑
名
藩
（例）
出
身
な
が
ら
大
将
に
昇
進
し
た
。
「
雲
林
虐
殺
事
件
」
を
き
っ
か
け
に
土
匪
の
嫌
疑
を
受
け
た
者
は
臨
時
法
院
に
送
致
さ
れ
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
軍
隊
の
銃
口
か
ら
脱
し
た
彼
等
は
以
後
、
合
法
的
な
手
段
に
よ
っ
て
処
刑
場
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
一
法
政
史
学
第
四
十
八
号
年
十
一
月
五
日
に
は
未
遂
罪
で
も
本
刑
が
課
せ
ら
れ
る
苛
酷
な
「
匪
徒
刑
罰
令
」
が
公
布
さ
れ
多
く
の
土
匪
が
刑
場
の
露
と
消
え
た
。
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
九
日
、
外
務
省
に
十
月
十
七
日
付
加
藤
駐
英
公
使
の
書
翰
が
到
着
し
た
。
十
月
十
七
日
付
「
タ
イ
ム
ス
」
に
最
初
’
の
通
信
者
で
あ
る
台
南
の
宣
教
師
と
思
わ
れ
る
匿
名
者
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
加
藤
は
「
通
信
者
ノ
報
道
ハ
大
体
二
於
テ
全
ク
事
実
卜
符
合
」
す
る
た
め
あ
え
て
反
駁
も
せ
ず
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
ほ
か
な
い
と
し
幸
に
こ
の
件
は
同
年
八
月
ト
ル
コ
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
数
千
人
の
在
住
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
ス
ル
タ
ン
政
府
に
（閃）
よ
っ
て
殺
戦
さ
れ
た
事
件
や
そ
の
他
イ
ギ
リ
ス
人
に
近
接
な
問
題
が
お
こ
っ
た
た
め
こ
の
ま
ま
埋
没
し
そ
う
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
加
藤
の
予
測
ど
お
り
雲
林
事
件
は
日
本
の
国
内
問
題
と
し
て
「
土
匪
討
伐
ノ
際
不
当
之
行
為
ア
リ
タ
ル
文
武
官
」
を
台
湾
総
督
が
「
懲
戒
処
分
」
し
た
段
階
で
決
着
し
国
際
問
題
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
懲
戒
免
職
位
記
剥
奪
処
分
を
受
け
て
台
湾
を
去
っ
た
松
村
雄
之
進
は
翌
三
十
年
十
二
月
十
四
日
、
北
海
道
宗
谷
・
上
川
支
庁
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
人
事
は
明
治
二
十
九
年
九
月
十
八
日
に
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
後
を
受
け
て
組
閣
さ
れ
た
第
二
次
松
方
正
義
内
閣
の
内
務
大
臣
と
な
っ
た
初
代
台
湾
総
督
樺
山
資
紀
の
力
に
よ
る
も
の
で
（船）
あ
っ
た
が
懲
戒
免
職
位
記
剥
奪
の
処
分
者
が
翌
年
に
は
支
庁
長
に
復
職
し
て
い
る
事
実
か
ら
み
て
も
当
局
が
事
態
を
収
拾
さ
せ
る
た
め
に
四
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松
村
に
対
し
て
一
時
的
に
厳
し
い
処
分
を
下
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
松
村
は
明
治
三
十
五
年
の
衆
議
院
選
挙
に
久
留
米
か
ら
立
候
（印）補し当選して議員を一期つとめたあと立室唇国民党・憲政〈雪
の院外団のり１グーとして活躍した。雲林虐殺事件の処理
を済ませた桂台湾総督は第二次松方正義内閣の陸軍大臣候
補にあげられ松方首相から入閣の打診をうけた。桂は入閣
を望んだが松方は途中で意を翻し同じ薩摩出身で台湾総督
府を監督する拓殖務大臣高島鞆之助陸軍中将に陸軍大臣を
兼任させてしまい憤激した桂は明治二十九年十月十四日、
（開）
（ロ湾総督を辞任した。ムロ湾総督には桂と同じ長州出身の第
二
師
団
長
乃
木
希
典
中
将
が
任
命
さ
れ
乃
木
総
督
は
翌
十
一
月
九
日
、
台
湾
に
着
任
し
た
。
し
か
し
乃
木
総
督
が
め
ざ
す
統
治
手
段
は
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
武
力
支
配
で
あ
り
台
湾
の
土
匪
問
題
は
何
の
解
決
も
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
雲
林
虐
殺
事
件
の
原
因
は
軍
事
力
に
よ
る
台
湾
住
民
へ
の
無
差
別
な弾圧にあった。この住民に対する弾圧の背景には明治二
（的）
十
八
年
四
月
十
七
日
に
締
結
さ
れ
た
日
清
講
和
条
約
第
五
条
が
あ
っ
た
。
樺
山
総
督
が
台
湾
の
全
島
平
定
宣
言
を
行
な
っ
た
翌
日
の
同
年
十
一
月
十
九
日
、
日
清
講
和
条
約
第
五
条
に
よ
り
台
湾
か
ら
の
退
去
お
わ
り
に
日清戦争後に於ける台湾の治安問題（柏木）
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
日
令
第
三
十
五
号
「
台
湾
及
膨
湖
列
島
住
（、）
民
退
去
条
規
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
第
一
条
台
湾
及
澄
湖
列
島
住
民
ニ
シ
テ
本
地
方
ノ
外
二
転
居
セント欲スル者ハ累世ノ住民卜一時寄留ノ住民トー一論ナ
ク其郷貫姓名年齢現住所不動産等ヲ記載シ明治三十年五
月八日以前一一地方官庁二届出へシ其携帯スル家族二就テ
モ亦同シ」
「
第
二
条
幼
者
ノ
戸
主
及
地
方
旅
行
中
ノ
者
ハ
後
見
人
又
ハ
代
理人二於テ退去ノ届出ヲ為スコトヲ得」
「
第
三
条
土
匪
暴
徒
ノ
擾
乱
二
与
ミ
シ
官
軍
二
抵
抗
シ
タ
ル
者
卜
錐
ト
モ
帰
順
降
伏
シ
テ
兵
器
ヲ
納
メ
タ
ル
上
ハ
本
島
地
ヲ
退
去
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
三
「
第
四
条
本
地
ヲ
退
去
ス
ル
者
ノ
携
帯
ス
ヘ
キ
家
財
二
就
テ
ハ
総
テ
海
関
税
ヲ
免
除
三
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
府
は
台
湾
住
民
に
対
し
て
明
治
三十年五月八日までに台湾を退去するか残留するか決める
よ
う
に
通
告
し
た
が
こ
の
退
去
条
規
は
台
湾
か
ら
中
国
人
を
す
べ
て
退
去
さ
せ
日
本
人
を
移
住
さ
せ
る
も
の
と
い
う
誤
解
を
双
方
に
生
じ
させた。
雲林虐殺事件の関係者が処分されはじめた明治二十九年
九
月
十
七
日
、
水
野
民
政
局
長
は
通
達
を
発
し
「
本
島
住
民
二
対
ス
＝二
五
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ル
帝
国
政
府
ノ
方
針
二
付
往
々
誤
解
ス
ル
者
有
之
」
と
し
て
「
本
島
ノ
割
譲
ハ
独
り
土
地
ノ
統
治
権
ヲ
譲
与
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
此
土地一一居住スル一一一百万ノ人民二対スル統治権ヲモ併譲七ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
素
ヨ
リ
論
ヲ
俟
夕
ス
」
と
述
べ
た
あ
と
台
湾
の
住
民
に
対
し
て
二
ヵ
年
の
猶
予
を
も
っ
て
台
湾
か
ら
の
退
去
を
認
め
退
去
し
な
い
も
の
は
「
帝
国
臣
民
卜
看
倣
乙
と
規
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず「我官民中ニハ往々帝国政府ノ趣意ハ本島住民ヲ退去セ
シメ之二代フル内地人ヲ以テスルーー在リトカ或ハ綏撫ノ
方
針
ヲ
執
ル
ハ
国
家
ノ
為
不
利
益
ナ
リ
ナ
ト
ト
誤
想
シ
之
ヲ
言
論
一一発シ之ヲ行為二顕スモノ有之哉二伝承致候処右ハ総督
閣
下
ノ
下
命
ハ
勿
論
帝
国
政
府
ノ
大
方
針
二
背
反
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
貴
下
二
於
テ
ハ
心
得
違
ノ
者
無
之
様
充
分
御
注
意
相
成
事
宜
二
依
リ
テ
ハ
貴
管
下
内
我官民へ御訓達有之度又万一所属官吏等
（刊）
ニーナ是等心得達ノモノ有之候ハ悩無容赦御処分有之度」
と
末
端
の
日
本
官
警
に
対
し
て
改
め
て
帝
国
政
府
の
意
思
を
再
確
認
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
彼
等
が
な
に
ゆ
え
軍
事
力
を
背
景
に
高
圧
的
な
態
度
で
台
湾
住
民
に
接
し
て
い
た
か
が
よ
く
理
解
で
き
る。台湾
守
備
三
個
混
成
旅
団
（
各
旅
団
二
個
連
隊
の
平
時
編
制
）
の
将
兵
は
台
湾
全
土
に
中
隊
単
位
で
配
置
さ
れ
た
。
彼
ら
は
目
の
前
の
士
法
政
史
学
第
四
十
八
号
匪
討
伐
に
追
わ
れ
自
分
達
の
行
動
が
台
湾
統
治
に
多
く
の
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
を
考
え
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
つ
づ
い
た
武
力
統
治
の
弊
害
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
雲
林
虐
殺
事
件
は
台
湾
の
初
期
統
治
が
民
政
と
は
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
軍
人
に
と
っ
て
住
民
虐
殺
よ
り
守
備
地
退
却
の
方
が
罪
が
重
く
旅
順
虐
殺
事
件
の
反
省
な
ど
微
塵
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
典
型
的
な
事
件
で
あった。註（１
）
中
華
民
国
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
所
蔵
同
書
表
紙
に
は
「台湾総督府図書館蔵」印ならびに「昭和十五年六月二十
七
日
府
警
務
局
ヨ
リ
寄
贈
」
印
あ
り
（
２
）
前
掲
『
台
湾
警
察
遺
芳
録
』
凡
例
一
頁
（
３
）
台
湾
総
督
府
編
刊
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
全
六
巻
（
昭
和
七
年
か
ら
同
十
二
年
以
下
『
沿
革
誌
巳
（
４
）
前
掲
『
台
湾
警
察
遺
芳
録
』
一
頁
前掲『沿革誌』（第二編上巻）二六七頁にも土匪の分類に
つ
い
て
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
（
５
）
小
林
道
彦
氏
は
二
八
九
七
年
に
お
け
る
高
野
台
湾
高
等
法
院
長
非
職
事
件
に
つ
い
て
ｌ
明
治
国
家
と
植
民
地
領
有
ｌ
」
Ｓ
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
十
四
’
一
）
一
一
五
頁
註
三
七
に
お
い
て
「
土
匪
」
と
は
〃
政
治
的
秩
序
の
壊
乱
者
“
と
同
義
で
あ
る
と
し
抗
日
ゲ
リ
ラ
（
抗
日
と
い
う
政
治
的
目
的
を
結
合
基
軸
と
す
る
同
士
的
集
’一一一一ハ
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日清戦争後に於ける台湾の治安問題（柏木）
団）と等置することはできないと述べているが筆者も小林
氏の見解と同意見である。
（６）台湾憲兵隊編刊『台湾憲兵隊史』（昭和七年一九七
八
年
龍
渓
書
舎
復
刻
）
二
六
頁
（７）前掲『台湾憲兵隊史』二○頁
（８）台湾総督府陸軍幕僚編刊『陸軍幕僚歴史草案』（以下
『歴史草案ご中華民国国立中央図書館台湾分館所蔵第
十
巻
凡
例
（
９
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
八
巻
四
五
頁
（皿）台湾民主国については黄昭堂『台湾民主国の研究』
（一九七○年東京大学出版会）を参照。
（
、
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
一
巻
一
六
頁
（Ⅲ）大江志乃夫「植民地領有と軍部」二九七八年『歴史
学研究』四六○）’八頁
（
旧
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
一
巻
八
九
頁
前
掲
『
沿
革
誌
』
第
二
編
上
巻
一
七
五
頁
（ｕ）『歴史草案』第一巻一○○頁
（胆）前掲『沿革誌」第二編上巻二六一頁
（旧）前掲『歴史草案』第二巻六五頁
（Ⅳ）松村雄之進の経歴については吉富莞爾編刊『松村雄之
進』（大正十年）を参照。
（旧）松村雄之進が新竹支庁長心得に任命されたのは明治二
十八年六月十八日である。中京大学社会科学研究所台湾総
督府文書目録編纂委員会編『台湾総督府文書』第一巻（一
九九一一一年ゆまに書一房以下『文書目録』）二五一一一頁
（四）松村雄之進『雲林土匪事件一一関シ軍隊卜交渉顛末軍隊
退
却
事
情
』
（
明
治
二
十
九
年
以
下
『
退
却
事
情
ご
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
所
蔵
『
退
却
事
情
』
の
見
返
し
に
は
「
当
時
雲
林
支庁長松村雄之進民政部報告草案雲林土匪事件一一関シ軍
隊
ト
交
渉
顛
末
軍
隊
退
却
事
情
佐
々
木
安
五
郎
立
案
」
と
あ
り
「大正九年一月十三日謄写」の印がある。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
雲
林
守
備
隊
の
退
却
に
関
す
る
事
実
経
過
は
『
退
却
事
情
』
に
よ
る
。
（卯）石黒忠寝「在台湾軍病院視察日記」（明治二十九年
以下「視察日記」）慶応義塾大学医学情報センター所蔵
（
Ⅲ
）
陸
軍
省
編
『
陸
軍
現
役
将
校
同
相
当
官
実
役
停
年
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
一
日
調
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
以
下
『
名
簿
巳
歩
兵
科
士
官
之
部
五
六
頁
（皿）前掲『名簿』（明治二十九年七月）歩兵科士官之部一
六
七
頁
（閉）前掲「名簿』（明治二十九年七月）歩兵科上長官之部
二
頁
（別）前掲『名簿』（明治二十九年七月）歩兵科上長官之部
三
○
頁
（妬）前掲「視察日記」によると明治二十九年十一月一日に
石黒が訪れた際の北斗は「戸数九百七十三、人口四千一一百
人
」
で
あ
っ
た
。
（邪）前掲『名簿』（明治二十九年七月）将官之部七頁
＝二
七
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（
町
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
六
四
頁
（
肥
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
六
八
頁
（
別
）
前
掲
『
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
憲
兵
科
士
官
之
部
二
一頁
（釦）前掲「視察日記」によると明治一一十九年十月三十一日
の
台
湾
中
部
の
港
町
鹿
港
は
「
戸
数
三
千
百
六
十
八
、
人
口
一
万
七
千七百九十九、其内内地人七戸一一十三人アリ市一一富豪多ク
商
売
交
通
ノ
要
所
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
皿
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
七
○
頁
（皿）前掲「退却事情』
（
冊
）
大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
美
術
）
四
九
五
頁
前
掲
『
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
歩
兵
科
士
官
之
部
七
五
頁
（
狐
）
前
掲
『
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
歩
兵
科
上
長
官
之
部
二
二
頁
（開）前掲『名簿』（明治二十九年七月）歩兵科上長官之部
二
頁
（
洲
）
前
掲
『
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
歩
兵
科
士
官
之
部
一
四
三
頁
前
掲
『
明
治
過
去
帳
』
四
九
五
頁
（〃）前掲「視察日記」によると明治二十九年十月三十一日
の
彰
化
は
「
戸
数
二
千
四
百
二
十
七
、
人
口
一
万
三
千
四
十
二
中
、
内
地
人
十
三
戸
五
十
四
人
ア
リ
テ
市
街
繁
栄
ナ
ル
モ
下
水
ノ
エ
事
不
完
全
ナ
ル
ヲ
以
テ
風
土
病
多
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
胡
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
七
七
頁
（
的
）
前
掲
『
沿
革
誌
』
第
二
巻
上
巻
四
七
六
頁
（
Ⅲ
）
台
湾
総
督
府
台
湾
史
料
編
纂
会
編
『
台
湾
史
料
稿
本
」
（
昭
和
七
年
以
下
『
稿
本
』
）
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
所
蔵
台
湾
総
督
府
は
大
正
十
一
年
四
月
一
日
総
督
府
内
に
台
湾
総
督
府
史
料
編
纂
委
員
会
を
設
置
し
て
「
台
湾
総
督
府
」
史
料
の
収
集
と
編
纂
を
行
な
お
う
と
し
た
。
こ
の
事
業
は
組
織
の
構
造
的
欠
陥
と
編
纂
事
業
の
中
心
人
物
の
相
次
ぐ
病
没
に
よ
り
中
断
し
た
の
ち
昭
和
四
年
四
月
二
十
六
日
、
新
し
く
台
湾
総
督
府
史
料
編
纂
会
が
設
置
さ
れ
編
纂
事
業
は
再
開
さ
れ
た
が
そ
の
目
的
は
史
料
収
集
よ
り
史
料
編
纂
に
力
点
が
お
か
れ
昭
和
七
年
に
完
了
し
た
。
こ
う
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
「
台
湾
史
料
」
で
あ
り
そ
の
主
要
部
分
を
な
す
の
が
「
台
湾
史
料
稿
本
』
と
『
台
湾
史
料
綱
文
』
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
両
書
と
も
に
誤
植
が
多
く
編
纂
事
業
の
社
会
的
信
頼
性
を
う
し
な
わ
せ
て
い
る
。
『
台
湾
史
料
綱
文
』
は
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
よ
り
全
三
巻
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
お
り
「
稿
本
』
及
び
『
台
湾
史
料
綱
文
』
に
関
し
て
の
解
説
は
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
料
研
究
会
『
台
湾
史
料
綱
文
』
下
巻
一
一
一
二
七
頁
の
檜
山
幸
夫
「
解
説
」
を
参
照
の
こ
と
。
『
稿
本
』
で
の
翻
訳
文
は
「
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
乙
一
一
十
三
巻
ノ
五
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
（Ⅲ）前掲『歴史草案』第二巻七一一一頁
（
岨
）
外
務
省
編
『
台
湾
南
部
二
於
テ
本
邦
人
残
虐
ヲ
行
ヒ
タ
リ
ト
ノ
義
一
一
付
在
英
加
藤
公
使
ヨ
リ
実
否
間
合
一
件
』
（
明
治
二
十
九
年
以
下
『
間
合
一
件
』
）
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
加
藤
駐
英
公
使
か
ら
の
事
実
経
過
は
『
間
合
一
件
」
に
＝
ニ
ノ（
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日
清
戦
争
後
に
於
け
る
台
湾
の
治
安
問
題
（
柏
木
）
よる。
（
蛆
）
国
際
ニ
ュ
ー
ス
事
典
出
版
会
編
『
外
国
新
聞
に
よ
る
日
本
』
第
一一一巻本編上（’九九二年毎日コミュニケーションズ）四
六
頁
（“）前掲『間合一件』所収、西園寺公望宛て桂太郎書翰
（
妬
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
七
八
頁
（妬）前掲『間合一件』拓殖務省「秘八六号」
（〃）前掲『間合一件』拓殖務省「秘一○｜号」明治二十九
年
十
月
二
十
一
日
付
の
大
隈
外
相
宛
、
高
島
拓
殖
務
相
の
「
文
武
官
処分ノ顛末及其前後ノ処置二関スル報告書」では「三百余
マ
マ
名
又
四
百
余
名
ト
ア
リ
此
四
百
四
名
ト
ノ
報
告
コ
ソ
事
実
ナ
リ
ト
信
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
岨
）
前
掲
『
名
簿
』
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
士
官
之
部
三
一
一
九
頁
（
蛆
）
前
掲
『
外
国
新
聞
に
見
る
日
本
』
第
二
巻
本
編
（
一
九
九
○
年
）
六
○
六
頁
（
印
）
明
治
二
十
七
年
の
旅
順
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
は
、
大
谷
正
「
旅
順
虐
殺
事
件
の
一
考
察
」
（
『
専
修
法
学
論
集
』
四
十
五
）
を
参
照
の
こ
と
（
Ⅲ
）
前
掲
『
問
〈
ロ
｜
件
』
「
機
密
第
五
十
一
号
在
台
湾
日
本
人
残
虐行為一一関スル件」
（
皿
）
前
掲
『
間
合
一
件
』
「
機
密
第
五
十
四
号
在
台
湾
日
本
人
残
虐行為一一関スル件」
（
記
）
前
掲
『
間
合
一
件
』
在
伊
日
本
公
使
館
「
公
第
七
三
号
」
文
書
（
別
）
前
掲
『
間
合
一
件
』
拓
殖
務
省
「
秘
第
一
○
一
号
」
文
書
（
開
）
前
掲
『
間
合
一
件
』
「
送
第
二
九
号
」
「
送
第
一
○
九
号
」
「
送
第
仏
二
六
号
」
「
送
第
独
一
○
六
号
」
「
送
第
澳
八
七
号
」
「
送
第
露
九
三
号
」
「
送
第
米
九
○
号
」
「
送
第
漬
八
二
号
」
文
書
（
冊
）
徳
富
蘇
峰
編
著
『
公
爵
桂
太
郎
伝
」
（
昭
和
四
十
二
年
原
書
房
復
刊
）
乾
巻
七
三
五
頁
（
印
）
前
掲
『
文
書
目
録
』
第
一
巻
四
八
九
頁
「
明
治
二
十
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
一
永
久
追
加
懲
戒
松
村
雄
之
進
免
官
位
記
返
上
明
治
二
十
九
年
九
月
二
日
」
同
四
九
八
頁
「
明
治
一
一
十
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
追
加
三
永
久
追
加
懲
戒
雲
林
地
方
土
匪
討
伐
一
一
関
シ
松
村
雲
林
支
庁
長
懲
戒
処
分
ノ
件
明
治
二
十
九
年
八
月
一
日
明
治
二
十
九
年
九
月
一
一
一
日」
（
肥
）
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
第
九
』
（
昭
和
四
十
八
年
吉
川
弘
文
館
）
一
○
七
頁
（
明
）
陸
軍
省
編
『
陸
軍
現
役
将
校
同
相
当
官
実
役
定
年
名
簿
』
（
明
治
三
十
年
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）
（
印
）
前
掲
「
歴
史
草
案
』
第
二
巻
七
九
頁
（Ⅲ）台中から南東一一一十五キロの標高四百二十二メートルの
盆
地
に
位
置
す
る
哺
里
は
電
線
を
土
匪
に
切
断
さ
れ
た
た
め
台
中
と
の
連
絡
が
不
通
に
な
っ
て
い
た
。
雲
林
を
襲
撃
し
た
土
匪
が
来
襲
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
哺
里
守
備
長
石
塚
烈
三
郎
大
尉
は
防
禦
す
る
に
は
不
利
と
判
断
し
同
年
七
月
二
十
一
日
、
文
官
ら
の
反
対
を
押
切
っ
て
戦
わ
ず
し
て
哺
里
北
方
の
北
港
渓
に
退
却
し
た
。
前
掲
『
沿
革
誌
』
第
二
編
上
巻
三
七
三
頁
＝＝
九
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政
史
学
館
四
十
八
号
（
肥
）
前
掲
『
沿
革
誌
』
第
二
編
上
巻
四
一
一
一
六
頁
『
勲
位
及
従
軍
記
章
取
消
並
剥
奪
人
名
簿
』
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
文
庫
千
代
田
史
料
一
五
一
三
）
に
よ
る
と
佐
藤
常
政
元少佐と石塚烈一一一郎元大尉は明治一一一十年十二月二十二日付
を
も
っ
て
勲
位
と
従
軍
記
章
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
。
（
田
）
外
山
操
編
『
帝
国
陸
軍
将
軍
総
覧
』
（
平
成
二
年
秋
田
書
店）一一一八三頁
（
Ｍ
）
金
井
之
恭
『
明
治
史
料
顕
要
職
務
補
任
録
』
（
三
上
昭
美
校
訂
一九六七年柏書房復刊）’’’’四頁一一一一一一二頁
奏
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
（
’
九
九
一
年
東
京
大
学
出
版
会
）
九
一
頁
（
筋
）
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
二
十
二
近
代
九
帝
国
主
義
時
代
Ｉ
』
所
収
岡
部
健
彦
「
世
界
政
策
と
国
際
関
係
」
（
’
九
六
九
年
岩
波
書
店
）
一
○
七
頁
二
九
頁
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
秋
に
発
生
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
虐
殺
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
翌
年
一
月
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
と
共
同
で
当
時
ト
ル
コ
領
ア
ル
メ
ニ
ア
地
方
の
行
政
改
革
案
を
ト
ル
コ
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
九
月
に
ふ
た
た
び
虐
殺
事
件
が
お
こ
る
と
今
度
は
翌
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
八
月
、
ト
ル
コ
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
よ
る
復
艸
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
ル
コ
政
府
は
首
都
に
在
住
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
数
千
人
を
殺
戦
し
た
。
こ
の
虐
殺
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
と
な
っ
て
列
強
を
動
か
し
ア
ル
メ
ニ
ア
人
迫
害
の
停
止
と
ア
ル
メ
ニ
ア
地
方
の
行
政
改
革
案
を
ス
ル
タ
ン
に
の
ま
せ
た
形
で
一
応
解
決
し
た
。
（
船
）
前
掲
『
松
村
雄
之
進
』
二
九
頁
（
師
）
前
掲
『
松
村
雄
之
進
』
所
収
「
松
村
雄
之
進
君
小
伝
」
五
頁
こ
の
小
伝
は
松
村
が
明
治
三
十
五
年
春
の
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
た
際
に
刊
行
さ
れ
配
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
同
書
で
は
松
村
が
雲
林
支
庁
長
を
免
職
の
う
え
位
記
返
上
に
な
っ
た
件
は
雲
林
退
却
を
め
ぐ
っ
て
文
武
間
の
軋
礫
か
ら
喧
嘩
両
成
敗
と
な
っ
た
の
だ
と
記
さ
れ
ている。
（
冊
）
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
第
九
』
’
二
三
頁
一
一
一
一
五
頁
（
的
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
』
上
巻
（
昭
和
四
十
年
原
書
房
）
一
六
六
頁
「
第
五
条
日
本
国
へ
割
与
セ
ラ
レ
タ
ル
地
方
ノ
住
民
一
一
シ
テ
右
割
与
セ
ラ
レ
タ
ル
地
方
ノ
外
二
住
居
セ
ム
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
自
由
一
一
其
ノ
所
有
不
動
産
ヲ
売
却
シ
テ
退
去
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
シ
其
ノ
為
メ
本
約
批
准
交
換
ノ
曰
ヨ
リ
二
箇
年
間
ヲ
猶
予
ス
ヘ
シ
但
シ
右
年
限
ノ
満
チタルトキハ未夕該地方ヲ去ラサル住民ヲ日本国ノ都合二｜
因
り
日
本
国
臣
民
卜
視
為
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
、
と
（
、
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
一
巻
九
三
頁
（
Ⅶ
）
前
掲
『
歴
史
草
案
』
第
二
巻
八
四
頁
（
付
記
）
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
法
政
大
学
文
学
部
教
授
安
岡
昭
男
先
生
と
中
京
大
学
法
学
部
教
授
檜
山
幸
夫
先
生
に
、
ま
た
中
華
民
国
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
に
お
け
る
史
料
調
査
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
台
湾
大
学
歴
史
研
究
所
碩
士
班
の
酒
井
郁
氏
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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